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輪
調

…叢

、

最

低

生

活

費

免

税

論

・

・

植
民
政
策
是
非

・

…

小
作
制
と
小
作
法

…

経
済
道
と
紹
濟
術

…

海
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に
於
け

る
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争

と
猫
占
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外
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浩
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の
艦

系
を
論
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リ

ッ
ケ

ル
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債
値
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糸

・

蕾
尾
張
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け

る
地
割
制
度
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踊
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L
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海

運

に
於

け

ろ
競

争

蓬

獄

占

〔
二

)

小

商

昌

太

郎

序
言

第

一

海
運

に
於
け
る
競
争

第

=

海
運

に
於

け
ろ
濁
占

甲

地
方
的
航
路

に
於
け
ろ
獅
占

・…

:
・
:
.…

:
・
・前

號
掲
載

乙

国
際
的
航
路
に
於
け
る
濁
占

一

コ
ン
フ
エ
レ
ン
ス
(海
運
同
盟
あ

意
義
及

び
種
類

'
=

ア
グ
リ
τ
メ
ン
ト
(
協
定
〕
ノ

割
地
鍵

熱

援
騒

協
定

伊
賃
率
協
定

.。
プ
ー
.
.合
同
.
σ
収
益
合
同

ω
運
輸
合
同

伊
縄
螢
合
隔
.義

掲
載

無

難

麟

娩
鑓

占
麓

弩

瓢
獣

鰺

総

粥

甲
海
運
同
盟
の
成
.、可
能
範
圓

}
-
藪

載
.

第
二

海
運
に
於
け
る
濁
占

「

.

乙

国
際

的
航

路
に
於
け

る

濁
占

企
業
聯

合
の
最
高

形
態

ε
認

め
ら

る

工
所

の

ト
ラ

メ
ト
や

フ
ユ
ー

ジ
ロ
ソ
も
、
海

運
事
業

に
あ
り

て
は
.
地
方

的

局

部
的
航
路

で
は
濁

占
的
地

位
を
獲
得

し
得

る
け
れ

ざ
も
、
世

界
的
生

姜
航
路

に
於

て
は
之
を
獲

得

し
難

い
こ
ご

は
前

段

に
遮

ベ
セ
る
所
で
あ

る
。

然
ら

ば
、
海

運
業

者

が
世
界
的
主

要
航
路

に
於

て
凋
占

的
地

位
を
青

む

る
に
は

如
何

な

る
方
法
を
以

て
す

る
か
。

そ
は
即

ち

カ

ル
テ

ル
(∩
p
膏

ポ
囚
"
「巳
ご
の
組
織
を
以

て
す

る
の
で
あ

る
。
而

し

て
海
運
事
業

に
於
け

る
カ
ル
テ

ル
は
、
一
般

に

コ
ソ

フ
ェ
レ
ソ

ス

(Q。
窪
唱
且
昌
σq
∩
o
旨諭
器
昌
∩
Φ…
ω
〇三
股
穿
房
パ
o
冨
貯

①言

)

論

叢

海
運
に
於
げ
ゐ
競
争
ピ
濁
占

第
†
四
巻

(第
二
號

三
三
五
)

八
五
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論

叢

海
蓮
に
於
け
ろ
競
争
ご
濁
占

第
†
四
巻

(第
二
號

三
三
六
)

八
六

又

は
リ

ン
グ

(しn
三
署
ぎ
σq
幻
ぎ
讐

o。
。窓
謎
7
「毎

凶謁
o
)

巴
云

ふ
特
別

の
冬

構
を
以
て
呼
ば
れ

て
居

る
。
即

ち
我
国

に

於

て
は
海
運
同
盟

ξ
邦
鐸
せ
ら
れ

て
居

る
所

の
も

の
で
あ

る
。

国
際

的
主

要
航
路

に
於
け

る
獅
占

は
、
只
海

運
同

盟

の
組
織

に
よ
り

て
獲
得

せ
ら
れ
維

持

せ
ら

る

N
も

の
ε
す

れ
ば
、
そ
の
櫛

占

の
性
質
を

明

か
な
ら

し
む
る

に
は

、
之
を
獲
得

し
維
持
す

る
所

の
こ
の
海
運

同
盟
な

る
も

の
が

如
何

な

る
も

の
な

る
か
を
先

づ
知
ら
ね
ば
な
ら

漁
。

多
敏
企
業

の
結
合

の
力
に

よ
り

て
獲
得
す

る
櫛
占

は
、
其

結

合

の
組
織

及
び
包
括
力

が
、
競
争

を
排
除

し
得

る
程

度
如
何

に
係

る
も

の
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

哺

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ
ス
〔
海
運

同
盟

)
の
意
義

及

び
種
類

リ
ー
フ

マ
ソ
は
其
著
「
カ

ル
プ

レ
及

び
ト

ラ
ス
ツ
」
の
第
四
版

に
於
て
、
経
濟

上
の
聯
合

叉

は
職
業

聯
合

(
≦
葺
,

』
筈
弾

一尊

。
<
。量
三
⑳
阿5
びq
窪

。
」
興

目
窪
瀞
く
臼
。
圏
㈹
旨

σq
窪

)

を
、

そ
の
形
態

ご
組
織

芒
よ
り
見

て
、
輕

濟
組
合
叉

は
職
業

組
合

(毛
三

目
訂
霞

〔
冨

く
o
邑

ロm
o
号
二
誇
「=け
く
。「印
【莞

)
、
縄
濟

同
盟
叉
は
職
業

同
盟

(話
壁
跡
o
訂
窪

9
0

<
①き
雪
旨

o腎
「
ゆ
①
「静

話
「募

茎
①
)
及

び
、
経
済
肚

團

(芝
葺
・。n
匿
二
圃9
0
0
Ω
①】【目
訂
穿

己

の
三

つ
に
分
類
し
て
.

居

る
。
第

一
の
も

の
は
、
経
済
主
膿

の
聯
合

の
中

で
最

も
そ

の
内

部
關
係

の
弛

い
も

の
で
、
「
他

の
経
済
主
禮

又
は

政

府

に
劃

し
て
、
組

合
員

の
経
済
的
利

害
を
共
同
的

に
代
表
す

る
こ
ε
の
み
を
目

的

ε
し
、
組
合

員

の
脛
潜
行

爲

カ

に
は
何
等
關
係
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
」
第
二
の
も
の
は
、
第

一
の
も
の
が
更

に
緊
密
な
る
關
係
の
聯
合
ε
な

っ
た

も
の
で
、
「
組
合
員
を
し
て
、
共
同
の
目
的
に
閲
し
彼
等

の
経
済
行
爲
を

一
定
の
形
態
に
於
て
な
さ
し
む
る
」
の
で

.
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
「
職
業
組
合
に
於
け
る
共
同
の
利
害

の
軍
純
な
る
代
表

ε
云

ふ
ご
ε
よ
り
も

一
歩
を
進
め
て
、更

に
共
同
の
目
的
に
閲
し
組
合
員
に

一
定
の
作
短
文
は
不
作
爲
の
義
務
を
相
互
的
に
負
櫓
せ
し
め
、
從

っ
て

一
定

の

'

1)Liefmann,Karte]leandTrusts,anddieWeiterbildungdervolkswirtscha丘 ・

lichenOrganisatio口,4teAu乱,〔StlLttgarし1920),S.2-5.

2)a.a.0.,S.2.
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黙

に
於
て
は
経
済
上
の
自
由
を
制
限
し
、
共
同
協
約
に
よ
っ
て
彼
等

の
経
済
行
爲
の
規
律
を
定
む

る
の
で
あ
る
。
」

第
三
の
も
の
は
、「
共
同
の
経
済
行
爲
を
行
は
ん
が
爲

め
に
、多
敷
の
経
済
主
膿

の
聯
合
す
お
こ
ご
で
あ
る
。
」
各
種

の
商
事
會
枇
及
び
組
合
法
人
は
之
に
厨
す

る
。
か
の
カ
ル
テ

ル
は
こ
の
第
二
種

の
経
済
同
盟
の

　
種
で
あ

っ
て
企

ふ

業

家
同
盟

(q
三
Φ
三
島
ヨ
韓
語
き
雪
亀
)

で
あ
る
。

今
、

こ
の

り
1
7

マ
ン
の
縄
濟
聯
合

の
舜
類

に
從

っ
て
吉

へ
ば
、
海
運

に
於

け

る
カ

ル
ナ

ル
た

る
海

蓮
同
盟

即

ち

コ
ン
7
エ
レ
ン
ス
も
、
製
造

工
業

に
於
け

る
カ

ル
テ

ル
ξ
同
様

に
、
そ
の
第
二
種

の

≦
葦
切6
訂
塗

9
。
.<
o
達
四
目
」

に
厩
す

る
所

の

q
耳
q
琴
】暮

。
フ
・Φ
「国
巳

の

一
つ
で

あ

る
。

海
運

同
盟

ご
云
ふ

は
、
「
特
定

の

↓
航
路

又
は
敷
航

路

に
於

け

る
運
送
管
渠

の
競
争

を
.
調
節
若

し
く
は
制
限

す

る
目
的

を
以

て
作
ら

れ
た

る
、
海
運
會
趾
間

の
多

少

緊
密
な

る
聯
合

(㊤
8
5
三
茜
叶δ
昌
ヨ
。
器

。
『
配
ψ
9
0ωε

で

あ

る
」
。
併

し
こ
の

「
同
盟

の
数
力
は
特
定

の

一
航
路

に
限
定

せ
ら

る

』
も

の
で
、
換
言

せ
ば
、
多
数
會
肚

が
相

互

に

取
結

ぷ
所

の
こ
の
(
同
盟

)協

約
は
、
特

定
の
地
.域
叉

は
特
定

の
商
港
間

に
の
み
適
用

せ
ら

る

＼
も

の
で

め
る
、

從

っ
て

一
の
海
運
會
肚

は
敷

ゲ
の
同
盟

の

一
員

た
り
得

る
の
で
あ
る
が
、

一
の
同
盟

に
於

け

る
協

約

は
絶

妙
同
盟

に

於

け
.る
協

約

ピ
は
無
闕
係

の
も
の
で
め

る
。
例

へ
ば

、
P
Q
會
肚

(
団
。
乱
臣
缶
碧

き
畠
○
「8
暮
巴
Q∩
盆
p
三

三
m
話
σq卑
団o
昌

O
。巳
℃
p
曙

)

は
英
濠
航
路

に
於
け

る
同
盟

の

一
員

で

あ
る
が
、
併

し
其

同
盟

の

一
員

ε
し

て
の
義
務
は

、
此
會
肚

の
印
度

航
路

や
東

洋
航
路

に
於
け

る
管
楽

に
は
何
等

關
係

な

き
も

の
で
、
此

方
面

に
於

け
る
瞥

業

は
叉

別
の
凋

立

の
同
盟

に
よ
り

て
拘

束
せ
ら

る
」
の
で
め
る
。
故

に
海
運

同
盟

な

る
も

の
は
、
海
運
會
肚

が
そ

の

一
切

の
目
的

の

爲

め
に
作

る
所

の
同
盟

で
は
な
く
て
、
.只
特

定

の
地

域
内

に
於

け

る
瞥

業

の
み

に
閲
す

る
同
盟

で
あ

る
。」

論

叢

海
運
に
於
け
る
競
争
・こ
濁
占

第
十
四
巻

(第
二
號

三
三
.七
)

八
七

1)
2)
3>

4)

Lie㎞anu7a.a.0りS,4.
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論

欝
…

海
運

に
於
け
る
競
争
ε
濁
占

第

十
四
巻

(第

二
號

三
三
八
)

八
入

㌔

カ

〃
'7
ル
は
、
そ

の
加
入
者

の
相

互
關
係

の
粗
密

の
程

度

に
よ
り
、
換
言

せ
ば
、

加
入
者

の
経
済
行

爲

を
制
限

す

る
程

度
の
粗
密

に
よ
b

、

一
般

に
低
級

ヵ
川
テ

ル
ε
高
級

カ

ル
テ

ル
ε
に
匠

捌
せ
ら

る
。

低
級

カ
ル
プ

ル
に
厨

す

る
も

の
は
、
販
路

ヵ
ル
プ

ル

(O
o江
①
研
犀
脚
詳
o
=
)、

債

格

カ

ル
ナ

ル

(中
皿
。。オ
m
罫
o
=
)、

生
産

カ

ル
プ

ル

(男
「㌣

わ

9

藍

8

降

9
「
件o
ε

で

あ

る

。

高

級

ヵ

ぞ

プ

ル
は

身

配

カ

ル

テ

ル

(
<
o
膏

=
巨

σq
・・
副(鷲

鼠

一
)

ε

も

汎

絹

せ

ら

れ

、

之

の

に

は

牧

盆

分

配

力

ぞ

プ

ル

(
O
。
急

き

く
象

Φ
碁

蹟

ω冨

博
貴

O
雲

.剛
琶

ざ

鼠

・
σq
。
邑

①
掃
註

。

円
舞

Φ
】む

ご

、

注

文

分

配

.

カ

ル

テ

ル

(
〉
舞

舞

喩

く
m
「
斤亀

自

㈹
降

四
「汁
o
ε

ご

供

給

分

搭

ヵ

ル

プ

ル
(
》

ロ
鴨

げ
Q
雷
<
。
「
径

ξ
茜

美

雷
門①
ε

こ

の

コ
一種

が

ぱ

ユ

あ

る
。

こ
の
高
級

力

川
テ

ル
は
即

ち

か
の
プ

ー
ル

(噌
o
o
ご

で
あ

る
。

海
運

事
業

に
於
け

る
ヵ

ル
ヲ

ル
た

る

コ
ソ
フ

ェ
レ

ソ
ス
も
亦
、
全
く

之
ご
同
様

に
分
類
す

る

こ
ご
が
出
家

る
。

而

し
て
海
運

に
於

て
は
、
低
級
な

る

コ
ン
フ
ェ

レ
ン

ス
を

ア
グ
リ

ー
メ

ン
ト

(
〉
σq
「ooヨ
o
鼻

〉
耳
豊
。こ

ご
謂
ひ
、

高

級
な

る

コ
ン
フ
ェ

レ
ソ
ス
を
、
や

は
り
、

プ

ー
ル
ご
謂

ふ
。

ア
グ
リ

趾
メ
ン
ト
は
…早
に
協
約

に

よ
り

て
加
盟
海

運

業
者

の
終

業
行

爲

に

】
定

の
制

限
を

加

へ
、

以
て
或
範

園
内

の
競
争

を
排
除

す

る
に
止
ま

る
も

の
で
、

プ

ー
ル

は
更

に

一
歩
進

ん
で
警
乗
行
爲
そ

の
も

の
又
は
警
業

行
爲

の
結

果
た

る
牧

盆
の
全
部
若

し
く
は

】
部
を
合
同
し

且

つ
分
配
す

る
の
で
あ

る
。
併

し
乍

ら
、
海
運

に
於
け

る

コ
ン
フ
エ

レ
ソ
ス
は
、
製
造

工
業

の

カ
ル
テ

ル
ε
異
り

、

そ

の
自
由

の
制
限
は
加
盟
會
肚

の
瞥

業

の
全
般

に
亘

る
の
で
は
な
く
て

、
只

コ
ン

フ
エ

レ
ン
ス
の
目
的

ε
す

る
特

定
航
路

に
於

け

る
糖

葉

の
み
に
關
す

る
の
で
あ

る
。

即

ち
例

へ
ば
償
格

カ
ル
テ

ル
に
あ
b
て
も

、
工
業

の
そ
れ
は

ほ

各
加
盟
會
肚

の
製
品
の
全
部

に
そ
の
制
限
が
適
用
せ
ら

る
、
の
で
あ
る
が
、、
海
運
の
そ
れ
は
只
特
定
航
路
の
運
賃

ll
3)
4)
5)

Liefmann,a.a,0.,S.39・

Baumgarten,KartclleandTrusts,(Berlini),S.71.

Liefmann,a.a.0.,S.39-44。

'P・488,511.Industry8sTradeN工arshall,

Vgl.Giese,DasSeefrachttarifwese11,(Berlinigig),S.91.
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、

,

に
の
み
適
用

せ
ら

る

＼
も

の
で
あ
り
、
叉
牧
盆

分
配

ヵ

ル
プ

ル
に
あ
り

て
も
、

工
業

の
そ
れ
は
各

加
盟
會
耐

の
全

部

の
吸
盤

に
關

し
て
共
同
計

算
が
行

は

る

、
の
で
あ

る
が

、
海
運

の
そ
れ
は
只
特
定
航
路

よ
り
獲

た

る
牧
盆

に
關

し

て
の
み
行

は

る

』
の
で
あ

る
。

.

コ
ソ
フ
ェ

レ
ン

ス
は
そ
の
低
級

な

る
も

の
も
高
級

な

る
も

の
も

、
要
す

る
に

カ

ぞ
7
ル
で
あ

る
か
ら

、
各
加
盟

會
肚
相

互
間

の
契
約
關
係

に
止
ま

る
も

の
で
、
加
盟
會
肚

は
法
律

上

に
於
て
も
経
濟
上

に
於

て
も
共

に
猫
立
存

在

の
地
位

を
失

ふ
も

の
で
は

な

い
。
此
黙

は
}
か
の

ト
ラ

ス
ト
に
於

け

る
所
薦
會
肚

が
資
本

的
に
株
持

雪
融

(葭
o
互
茜

∩
o
ヨ
鳴
構

)
に
冷
然
従
属

し
て
、
其
経
済
的

凋
立
を
失

ふ
も

の
ざ
異

り
、
叉

フ

ュ
ー
ジ

ョ
ン
の
場
合

の
如

く
、
多

敷
會
肚

が

一
曹
肚

に
併
合

せ
ら
れ

て
、
法
律
上

に
於

て
も
経

済
上

に
於

て
も

、
真
鰯

立

の
存
在
を
失

ふ
も

の
こ
も

大

に
趣

き
を
異

に
す

る
所

で
あ
る
。

コ
ン
フ
ェ

レ
ソ

ス
の
高
級
な

る
形
態

陀

る
プ
ー

ル
に
め

り
て
も
、
経
替

の
本

艦

ε
資
本

の
管
理

ε
は
、
依
然
各

加
盟
會
肚

の
自
由

に
残

さ
る

』
の

で
あ
る
。

扱
て

以
下
、
私
は
前

に
述

べ
た

る
分
類

に
從

ひ
、

コ
ソ
フ
ェ
レ
ソ

ス
の
各
種

の
も

の
に
就

い
て
誘

明

せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
が
、
.そ

の
分
類

は
吉

ふ
迄
も
な
く
、
只
説

明

の
便
宜
よ

の
分
類

た

る
に
止
ま
り
、
實
際

の
海
運
界

の

現
象

ε
し
て
は
、

こ
の
分
類

の

一
に
其

儀
嘗

て
俄
ま

る
も

の
も
あ

れ
ば

、
叉
此

等

の
二
三

の
性
質
を
併

せ
有

っ
も

の
も
あ

る
こ
ご
を
強

め
断

っ
て
置

か
な
け

れ
ば

な
ら

漁
。

ニ

ア
グ

ソ
ー
メ
ン
ト
(協
…定
)

ア
グ
ヲ

ー
メ
ソ
ト
ピ
し
て
分
類
せ
ら

る

工
低
級

コ
ン
7
エ

レ
ン

ス
の
中

に
も

、
加
盟

海
運
業
者

の
螢
業

行
爲
に
干

渉
す

る
程

度

の
軽
微

な
る
も

の
も

あ
れ
ば
、
強
大
な

る
も

の
も
あ

る
。

そ
の
最

も
輕

微
な

る
も

の

に
至

っ
て
は
、
'

論

叢

海
運
に
於
け
ろ
競
争
ざ
蜀
占

第
+
四
巻

〔第
二
號

三
三
九
)

八
九

1)Vg1.戸 田 博.士 、 合 同(ト ラ ス ト及 ヵー テ ノレ)二 七 頁Liefinann,a.a.O.,5.3-4,

41,159.
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『

〆

、
論

叢
、

海
運

に
於
け
る
競
争

・こ
劉
占

第

+
四
巻

(第
二
號

三
四
Q
)

九
〇

ゆ
　

バ
ゥ

ム
ガ

ル
ヲ

ソ
の
所
謂
糖

葉
條
件

カ

ル
テ

ル

(因
o
巳
三
9
誘

因
聖
[。ε

ε
看
做
す

べ
き
も

の
が
あ

る
。
船

荷
證

券

の
形
式
及

び
文
盲

の
劃
定

、
荷
造

方
法

に
封
ず

る
要
求

の
最
小
限
度

の
劃
定

、
特
殊

大
荷
主

に
劃
す

る
運
賃
割

引

の
磨

此
等

の
事
柄

の
取
種

切
を
な
す

コ
ソ

フ
ェ
レ

ン

ス
は
即

ち
是

で
あ

る
。

故

に
此
種

の

ア
グ

ヲ
ー
メ
ソ
ト
は

土小
だ
以
.て
濁
占

的
状
態
を
齎
ら
す

に
足

る
も

の
で
は

な
く
、
加
盟
活
間

に
於

け

る
競
争
的
手
段

を
ロ
ハ
幾
分

か
制
限

・

し
得

る

に
止

ま

る
も

の
で
あ

る
。
而
し

て
か
く

加
盟
者

の
自
由

を
束
縛
す

る
こ
ξ
少

き
が
爲

め
、
通
常

コ
ソ
フ
ェ

レ

、
ン

ス
の
最
も
成
立
し
難

き
も

の

`
認

め
ら

る

＼
所

の
不
定
期
船
脛
勝
者
間

に
も
、
此

程

の

ア
グ
リ

ー
メ

ン
ト
は
成

立
の
可

能
な

る
も
の

で
あ

る
。

(註
)

註

船
⊥
同
盟
(○。ゴ
骨
oぎ
6
累
.
p誘
o
∩雪
二
〇
口)
芝
秘
す
う
も
の
、
中
に
に
、
戴
に
述
ぷ
ろ
内
o=
議
三
〇コ
皿
囚
m三
〇=
回ト
艦
す
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
叉

"
i
フ

マ
ン
の
所
謂

ヨ

「艶

書

一・

(
職
業
組
合
)
に
猛
す

う
も
の
も
あ
ろ
。
英
吉
利

に
ば
、
港
繭
規
則
や
商
船
條
例

に
聞
し
て
有
利
な
る
取
扱

か
受
け
ん
こ
ピ
な
目
的
ご
し
、
或
ば
外
国
の
海
運
政
策
に
封
」
て
政
府
の
保
護
か
求
め
ん
こ
ε
海
目
的
ぐLし
、
其
他
傭
船
契
約
の
改
正
、
石
炭
荷

積
賃
金
の
引
下
げ
-
運
河
温
航
料
の
割
引
、
勢
働
組
合
に
封
ず
ろ
封
策
、
海
ヒ
保
険
料
の
値
下
げ
等
々
求
む
ろ
一、ぐ」な
目
的
こ
し
て
活
動
す
ろ
不

定
期
船
生
の
組
合
が
多
数
に
め
ろ
。
併
し
此
等
に

塚
「多

く。「魯

の
.
種
ざ
看
做
ず
が
正
常
で
あ
る
。

ア
グ
リ

ー
メ
ン
ト
の
中

に
て
、
凋
占

状
態

を
齎
す

可
能
あ

る
も
の
は
、
地

域

の
協

定
を

な
す

も
の

ご
、
提
供
す

る
所

の
海
運
轡
務

の
分
量

に
つ
い
て
協

定
を
な
す

も

の
ε
、
運
賃
牽

の
協

定
を
な
す

も
の

ε
で
あ

る
。

の

地
域

協
定

地

域

の
協

定
を
な
す

ア
グ
リ

ー

メ
ン
ト
は

即
ち
販
路

カ

ル
・グ
ル

(
O
o
三
。呈
(卍
峠色
一申
誤
診
彗
N
-
.

!6
詳
亀
り
巳
Φ
図
録

亀

)
に
相
當
す

る
も

の
で
あ

る
。
之

は
出
帆

港
や
寄
航
地

を
協

定
し

て
、
互

に
相

侵

さ
ざ

る

こ
ε

を
協

約
す

る
も
の
で
あ

る
。
定
期
船
會
肚

に
・し
り

て
、
楼

集
上

最
も
重
要
な

る
事
柄

は
、
出

帆
港

や
寄
港
地

に
於

て
確
實

な

る
瞥
業
上

の
地

位
を
占

む
こ

ご
で
あ

る
。

絶

っ
て
か

＼
乃
土

地

の
荷
主

重
縫
績

的
關

係
を
結

び
、
そ

こ
.

L)

2)

鴇)

●

Bau111容artcn,a.a.0.,S.67.

JohnsonandHuebncr,PrinciplesofOccanTranspo■tation.P・287.

Vg1・ 戸 田 博 士 、前 掲 苔 、三 七.良 以 下 、Lidmann,a.a・0・,S・37∬.;Baumga・'ten,

a,a.0.,S.72.



、

に
鞏
固
な

る
基
礎

を
築

か
ん
ε
す

る
瞥
業

上
の
欲
望

は
、
価
既
孚
を
誘
獲
す

る
有
力
な

る
原
因

の

…
つ
で
あ

る
。
地

域

升
座
テ

ル
は
此
原
因
を
除

弍
方

法
ε
し

て
、
「
最
も

遍
當

で
且

つ
最
も
簡
軍

で
め

る
。

さ
れ

ば
地

域

ヵ

ル
プ

ル
は

海
運

界

に
最
も
早
く

よ
り
存
在

し
、
且

つ
今
日

に
於

て
も
此

種

の
カ

ル
ナ

ル
ば
最
も
多

く
存
在
す

る
。
(註
)

地
域

カ

ル
テ

ル
に
よ

り
て
濁
占

的
地

位
を
獲

得

し
得

る
は
、
海
運
事
業

に
於
て
は
特
殊

の
場
合

に
限
ら

る
。
即

ち
協

定
せ
ら

る

＼
出

帆
港

や
寄
航
地

が
、

そ
れ

に
特

有
な

る
背

面
地
帯

(}島
口
梓巴
四
星

)
を
有

毛
て
、
そ
れ

に
封

ず

る
唯

一
の
交

通
要
衝

巴
な

つ
、て
居

る
場

合

に
於

て

の
み
、
地

域

ヵ

ル
ナ

ル
は
濁
占

的
地

位

を
齎

し
得

る
の
で
あ

る
。若

し
北
俵
件
を
峡

か
ば
縦

ひ
出
帆
港

又
は
寄
航

地

の
協

定
が
あ

っ
て
も

、
一
の
海
運
業
者

の
勢

力
範
園

ご
し

て

定

め
ら

れ
た
る
港

の
貨
客
を

、
他

の
海

運
業
者

が
自

己

の
勢
力

範
園

た
る
港

へ
誘
引

す

る
こ
ご
は
甚

だ
容

易

で
め

る
か
ら
、
彼
等

の
間

の
競
争
は
依
然

ε
し

て
何
等
調

節

せ
ら

る
当
所
は
な

い
。特

に
工
業
国

ξ
し
て
獲
達

し
た

る
國

に
め
b

て
は
、
多
敷

の
商
港

が
隣

接
し

て
存
在

し
、
其
間

に
於
け

る
海
陸

の
交
通
は
叉
甚

だ
便
利

で
あ

る
ご
共

に
、

内
地

に
於

け

る
鐵
追
綱
も
亦
獲
達

し
て
居

る

か
ら

、

一
の
商
港

の
背

面
地

帯

は
他

の
商
港

の
そ
れ

ご
相
重
複

し

て

居

る
。
故

に
か

Σ
る
國

に
於

て
は

、
そ

の
内

国
港

潜

の
分
割
を
協

定
す

る
ア
グ
リ
ー

メ
ン
ト
を
成

立

せ
し
む

る
も
、

そ

は
何
等
競
争

の
原

因
を
除
去
す

る
こ

ε
㌧
は
な
ら

ぬ
で
あ
ら

う
。
叉
国
際
的

の
地
域

ヵ
ぜ

プ
ル
の
場

合

に
て
も
、

そ
の
割
當

て
π

る
商

港

が
相
當

に
人

な

る
交
通
領
域

(<
。碁
。
ゴ
閉
σ
①邑
∩
ε

を
有

つ
も

の
な

る

置
き

に
は
、
之
も

亦

猫

占
的
赦
態

を
齎

し
得
.る
も

の
で
は
な

い
。
例

へ
ば

北
大
四

洋
航

路

に
瞥
業

せ

る
英
濁
海

運
業
者

の
問

に
於

て
、英

吉

利

の
海
蓮
業
者

は
燭
逸

の
諸
港

へ
は
寄

航
せ
す

、

猫
逸

の
海
運

業
者

は
叉
英

吉
利

の
諸
港

へ
寄

航

せ
ざ

る
こ
`

を
協

定
す

る
も

、
只

そ
れ
だ
け

で
は
、職
前

の
如
く

英
猫
問

の
交

通
が
甚

だ
簡
易
便

利
な

る
状
態

に
あ

る
な
ら
ば
、

論

叢

海
運
F
於
け
ろ
競
争
ミ
劉
占

第
十
四
巻

〔第
二
號

三
四

[)

九
一

'

.
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論

叢

海
運
に
於
け
る
競
争
ε
櫛
占

第
+
四
巻

(第
二
號
三
四
二
)

九
二

賃
率
を
切
b
下
げ
て
英
吉
利
の
海
運
業
者
が
　禰
逸

の
貨
客
を
奪
ひ
、
濁
逸
の
海
運
業
者
が
英
吉
利
の
貨
客
を
奪

ふ

飴
地
が
あ
る
か
ら
、
此
の
協
定
に
よ
b
て
は
、
彼
等
の
間
の
.競
争
を
未

だ
完
全
に
除
き
去

っ
て
、
協
定
者
が
各

々

り

勢

力

範

園

内

の

港

に

於

て

猫

占

的

地

位

を

得

る

ε

云

ふ

澤

に

は

行

か

な

い

ε

吉

ば

ね

ば

な

ら

澱

。

註

地
域
協
定
な
戦
前

の
例

に
就

い
て
述
ぶ
れ
ば
、
=
四
目
げ
=
品
-
沖
日
電
貯
p

ε

Z
o
冠
α
o
ロ
[胃
ゴ
霞

『
ざ
蟹
島

ピ
ば
、

し亀
尠
く
働
昌
昌
麟
ゴ

以
北

の
北
米
諸

港

ε
、
国
国
ヨ
『
口
「ぴq
ミ
の
聞

の
貨
客
に
前
者

に
、
切
昂
∋
Φ
コ
.
ε
の
間
の
貨
客

ば
後
者

に
於

て
取
扱
ふ
こ
ε
為
協
定
し
、

2
'
U
.
い
.
<
.
(Z
o
「守

〉
二
雪

一野

ゴ
皿
,
∪
,
ヨ
℃
融
二

口
巳
2

く
。
ひ
き

畠
)
に
駄
洲
に
於

け
る
海
港
地
な
、
其
所
艦
會
瀧
た
る

一
一p
日
σ
F話
.
.ど
話

「貯
p

2
0
「隻

。
=
『
∩
冨
「

口
o
〈
9

乏

詩
9
一
目
匿
ρ

Q慶
∩
p
5
匹
ず
P
ぐ
討
コ
ー
〉
ヨ
①
ユ
鼻
口

日
げ
①

の
四
計
　
に
於
て
分
割
し
て
居

つ
れ
Q

叉

↓
『
①

Z
①
ノ<

噴
o
「
パ

飴
コ
窪

∩
二
げ
ρ

=
注

=
量

こ

∩
聾

冠
野

芝
【曽
三
塁

9

冨

塁

こ
は
・
玖
馬
紐
育
貿
易
に
於

て
玖
馬
に
於

57
る
寄
港
地
な
分
割
し
、

ヵ
β
巴

三
註

h」
呂

ε
団
卑
目
げ
霞
槻
-
〉
日
9

冨

ピ
の
闘

に
ば
、
前
者
ば

し。
雪

8

冒
m
「
【o
及

び

国
包
q

の
諸
港

へ
密
港

ゼ
ざ

ろ
協
約
が
あ
り
、
叉
英
吉
利

の
諸
會
祀

ε
濁
逸
の
諸
會
飛
ε
の
聞

ド
ー■
、
幾
多
の
航
路
に
つ
い
て
相
互

に
、
相
手
方

の
木
國
の
諸
港

F
に
寄
港
ゼ
ぎ
ろ
協
約

が
あ

っ
☆
。

②

航

海

又

は

噸

数

協

定

特

定

航

路

に

於

て

提

供

す

る

海

運

勢

務

の

分

量

に

就

い

て

協

定

を

な

す

コ

ン

フ

ェ

レ

ソ

ス

は

、

即

ち

ト

ラ

フ

ィ
ッ

ク

・
ア

グ

リ

ー

ノ

ソ

ト

(
↓
鶴
田
。

国
σq
「零

ヨ
8

¢

で

あ

っ

て

湘

之

は

か

の

生

産

制

限

ヵ

ユ

き

ル
チ

ル

(中
。
昏
匪

8
切す

・[匙

)
火
鳳
供
給

割
當

ヵ

ぞ
7
ル

〔》
・苑
o
σ
。
牙

ΦH邑
一轟
題
言
『邑
こ

に
相

賞
す

る
も

の

で
あ

る
。
而

し
て
海

運
勢

務

の
分
量

の
制
限

蓬
云
ふ

は
、
常
談
航
路

に
於
け

る
海
運
勢
務

の
至
供

給
量
を

↓
定

の

割
合

に
於

て
各
肚

に
割
嘗
て

る
の
で
あ

っ
て
、
或
は

航
海
回
敷

の
限

定
及

び
交
互
出
帆

(≧

8
∋
昇
o
ω
塾
ぎ
㈹
)の
實

の

行

に
よ
り
、
或
は
當
該
航
路
に
使
用
す

る
船
舶

の
顧
鰍
を
制
限
す

る
こ
ご
に
よ
り
て
、
之
を
行
ふ
の
で
め
る
。
ハ註
)

故
に
之
は
航
海
叉
は
噸
敷
制
限
協
定
ご
名
付
け
得
る
で
あ
ら
う
ρ

、
.

海
運
勢
.務
の
供
給
量
を
制
限
し
て
、
供
給
過
剰
を
防
止
す
れ
ば
、
需
要
ξ
供
給
ε
の
均
衡
を
保

つ
こ
巴
を
得
て

1)
2)

3)
4>

c;・se,・.alO.,S.9・.

戸 田 博 士 、 前 掲 書 、 四 一 頁;Liefmann,a.a.O.,S.33;Baumgarten,a.a.0。
S.69.

Liefmann,a,a.O.,S.40.

Smitli,OceanCarrier,p._90.



〆

自
ら
賃
率
暴
落

の
弊
害
は
除
き
得

る
鐸

で
あ
る
が
、
併
し
海
上
貨
客

の
移
動
す
る
分
量
は
頻
繁

に
憂
動
ず
る
も

の

で
あ
る
か
ら
、
海
運
勢
務

に
封
ず

る
需
要
な
る
も
の
は
、
生
活
必
要
品
に
謝
す
る
需
要
の
如
く
、
豫

め
之
に
封
ず

る
供
給
量
の
定

め
得
ら
る
Σ
も
の
で
は
な
い
。
然
る
に
海
運
勢
務
の
供
給
量
を
協
定
し
、

一
定
の
割
合
に
於
て
各

ゐ

へ

加
盟
會
肚
が
供
給
を
な
す

こ
ε
を
承
諾
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
承
諾
の
實
質
は
實
は
割
合
に
あ
る
の
で
は
な
く
て

も

や

あ

現
在
の
歌
態
の
下
に
就
て
そ
の
割
合
に
よ
り
て
獲
ら

る
べ
き
輸
逡
量
の
絶
封
額

に
あ
る
の
で
あ
る
、
帥
ち
協
定

の

成

立
す

る
基
礎

は
、
現
在
の
海
上
交
通
状
態
の
下
に
於
て
、
そ
の
割
合
に
よ
り
て
獲
ら
る

べ
き
輸
送
量
が
、
各
阯

の
瞥
業
上
の
欲
望
を
満
足
せ
し
め
得
る
所

に
あ
る
の
で
あ
る
。
故

に
海
運
跡
務
の
供
給
量
を
協
定
す
る
も
、
海
上

交
通
状
態
が
憂
化
し
て
、
需
要
量
が
著
し
く
増
加
す
る
か
、
叉
は
著
し
く
減
少
す

れ
ば
、
加
盟
會
肚
の
鱗
葉
上
の

欲
望
は
、
協
定
量
の
供
給
を
な
す
だ
け
で
は
満
足
し
な
く
な
る
。
然
る
ど
き
は
、
か
N
る
協
定
は
海
運
界

の
景
気

の
攣
動
ε
共
に
煙
奏

せ
ら
れ
な
く
な
り
、
遂
に
は
破
棄
の
運
命

に
陥
る
も
の
こ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
阻
。
加
之
、

海
運
勢
務
の
供
給
量

の
制
限
は
、
航
海
回
数

の
限
定
叉
は
使
用
船
舶
の
噸
数

の
限
定
に
よ
り
て
行
は
る
＼
も
の
で

あ
る
か
ら
、
海
上
交
通
量
の
減
少
し
て
崇
氣
の
悪
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
航
海
回
数
叉
は
使
用
船
舶
噸
数
の
限
定

範
園
内

に
於
て
、
他

の
加
盟
者
よ
り
も
多
く
の
貨
客
を
吸
牧

せ
ん
が
矯
め
に
、
運
賃
の
引
下
げ
が
行
は
れ
、
加
盟

音
聞

に
貨
客
争
奪
戦
の
行
は
る
㌧
危
険
も
あ
る
。
故
に
軍
な

る
供
給
量
の
協
定
だ
け
で
は
、
そ
の
存
続
力
も
薄
弱

で
あ
り
、
叉
競
争
の
融
地
を
残
す

こ
ξ
も
大
き
い
も
の
ぜ
吉
は
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
グ
リ
ー
メ

ン
ト
が
、
通
常
、
次
に
述
ぶ
る
運
賃
牽
の
協
定
を
も
併
せ
行

ふ
の
は
、
全
く
こ
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

註

戦
前

の
紐
育
伯
刺
西
爾
航
路

に
於
て
に
、山脚
帆
回
数
存
1
ー
ー
從

っ
て
使
用
船
数
々
一

制
限
す

ろ
協
定
あ
り
、協
定
蕾
乱
肛
☆
ろ

目鼻
∋
唱
需
[
帥
コ
匙

論

叢

海
運
に
於
げ

ゐ
競
争

宣
濁
占

第
十
四
巷

(第

二
號

三
四
三
)

九
三

ら

,



論

叢

海

運

に
無

げ

る
競
争

ご
猫

占
.

第
十

四

巷

(第

二
號

三

四
四

)

九
四

国
oF

じ

器

ミ

℃
ニ
コ
器

一」
器

ぞ」
.は

紐
育

玉
吟

の
出
帆

か
年

二
†
四

回

に
、

=
塾

一げ
罎

噸

〉
巨
Φ
二
ぎ

ぞ」
属
国
量

〕一轟

出

雲

チ

〉
目5
巴

∩
睾

ε
ば

共

同

に

て
年

三
+
四

国

に
限

定

し

、伯

利
西

爾

よ
り

の
出
帆

ば

、
雰

日
℃
O
訴

旨

餌

霞
O
搾

H」
器

ぱ

無
制
限

に
、
甲

ぎ
8

仁

詔

に
紐

育
行

年

二
十

四

回

、Z
Φ
毛

〇
二
Φ
即
ヨ

行

年

十

二
回

、劉

逸

の
二
世

に
紐

育
行

共
同

に
て
年

二
十

四

回

に
制

限

し

、且

つ
蜀

逸

の

二
↓肛
は

じd
「国
包
r
ヌ
Φ
芝

〇
二
塁

門訴

航

路

よ
り

撤

退
す

る
こ

こ
を
協

定

し
て

居

っ
た
。

経
管
深
淵
直
濫
航
路

を
縄
轡

ゼ
る

〉
話

ユ
§

目

倉

ζ
・獣
「・
ぎ

コ

・。
B
票

9

[
言

⊆
・計

謳
日
哲

「
野

ρ

[
ゴ

叶。
島

5
↓。
望

・三

〉
・
㍗

雫
巴
嗣
げ

』∩
ε
ρ
ヨ
のプ
ゼ

6
9
目
で
国
曙

の
三
肚

ぱ
、
使
用

船
舶

の
噸

数

心
協

定

し

て
、
第

一
祉

は
四

二
・
五
%

、
第

二
阯

ば
三

五
%

、
第

三
肚

ば
二

二
・五
%

の
割
合

ミ
し
て
居

っ
た
D
叉

ご
鼻

2

⊃。
響

宰

劉
。三
げ

雪

二
野

鴇

津

冨

9

喜
9
・民

∩
。
忌

歪

8

に
於

て
ば
、使
用
船
舶

の
.噸

数

の
割
合
な
、

q
三
8

9

巴
¢
臣
・
。

に
七
分

の
二
・

野

界
2

注

U。
.
診

察

pg

Q
襲

い
吻器

=
雪

u。・
;

δ
、
=
2
ω[8

『
ヨ
①
」
、一
.38

ド
冒
O
に
各
七
分
の

　
芝
定
め
た
。

叉

芝

監
房

もQ
冨
「
ピ
ぎ
①
ば
、
自
社

の

置
毒
煙
〇
三

経
由
紐
育
深
淵
航
路
の
輸
送
量

に
つ
き
、
前
記
の
紐
育
濠
洲
直
通
航
路
た
経
醤
ぜ
ゐ
三
冠

ご
目
頭
の
契
約
奄
以
て
、
此
等

三
砒

ε
自
枇

ご
な
併

《
ぬ
る
四
祉
の
金
輪
送
量

の
四
分

の

一
為
超
過
ぜ
ざ
ろ
こ

ご
に
し
て
居
っ
た
。

㈲

賃

率

協

定

運

賃

牽

の
協

定

を

な

す

ア

グ

リ

ー

メ

ン

ト

(
勾
㌶
。

謝

「
8
ヨ
。
葺

)

は

即

ち

償

格

力

ぞ

7

ル

(
軍

⑦
回舞

騨
陣
o
=
)

に

相

當

す

る

も

の

で

あ

る

。

之

に

は

最

低

賃

率

協

定

〔
言

コ
}三
口
日

韓

①

p
σq
器
㊦
日
①
一5

ざ

、

確

定

の

賃

率
協

定

(
国
莞
飢
罠
↓Φ
四
製
需
ヨ
8
一)
ε
、
差

別
賃

率
協
定

(
O
一雫
茜
三
巴

「2
。
m
噸
①8
ヨ
Φ
暮
)
ε
が
あ

る
。

こ

の
賃

率
協

定

の
例

は
最

も
多

く
、
國
際
的

コ
ソ
フ

ェ

レ
ン
ス
は
大

抵
是
で

あ
る
(註
)

賃

率
協

定
の
中

で
、
最
低
.賃

率
協
定

は
、
各

自

の
賃

率

の
定
め
方
を
任
意

ざ

し
、
從

っ
て
之

を
引

き
下
ぐ

る
こ

ご
も
随
意

に
し
て
居

る
が
、
只

そ
の
引

き
下
げ

を

　
定

の
限

度
に
止
む

る
こ
ε
を
協

定
す

る
だ
け

で
あ

る
。
此
程

の
ア
グ
リ

ー
メ

ン
ト
に
あ
り
て
は

、
か
く

の
如

く

一
定

の
限

度
に
達

す

る
ま

で
は
、
随
意

に
賃
率
を
引

き
下
げ
得

1)Johnsonand1-luebner,・P.cit.P・ 292・

,
/

/
/

亨



■

、

る
の
で
あ

っ
て
、
且

つ
そ

の
限

度
は
通
例
甚

だ
低
く

定

め
ら
れ

る
か
ら

、
相

互

の
問

に
競
争

を
な

し
得

る
餓
地

は

ロ

甚

だ
多

く
、
從

っ
て
此

程

の
協

定
で
は
到

底
完

全
な

る
猫
占

を
持

ち
來
す

こ
ご
は
田

楽
な

い
・も

の
で
あ
る
。

之

に

反

し
、
確
定
賃

率
協

定

に
於

て
は
、
加
盟
者

は
皆

同

一
賃

率
を
採

用
す

る
も

の
で
あ

り
、
且

つ
通
常
運
賃
延

展
制

(U
。
す
「且

「①σ
霧
Φ
ω嵩
器
ヨ
…
寄

げ
弩

薫
・。〔Φヨ
)
に
よ
り

て
、
協
定

外

の
海

運
業
者

が
協

定
航
路

に
侵
入

し
来

る
を
防

ぎ
、
又
確
定
賃
率

の
採
用

の
爲

め
に
種

〃
共

同
経
管

を
な
す

必
要

上
、
次

に
述

ぶ
る
高
級

ヵ
ル
プ

ル
こ
な

る
こ
ご

が
多

い
か
ら
、
之
は
凋

占
的
歌

態
を
齎
す
敷

果

の
あ

る
も

の
で

あ
る
。
差

別
賃

率
協

定

ご
云
ふ
は
、
確
定
賃
率
協

定

の
攣

則
な

る
も

の
で
、
同

一
の
商
港

へ
到

る
の

に
、
加
盟
者

の
中
に
迂
廻
的
航

海
を
な
す
も

の
、
又
は
緩
速
力

船

を
用
.ふ
る

も
の
め
る
場
合

に
、
塒
業

の
分
配
を
公

卒

な
ら
し
む

る
目
的

を
以

て
、
特

に
そ
の
加
盟
者

に
謝

し
差

別
的
賃

摩
を
許
す

も
の
で
あ

る
。
此

の
協
定

が
猫
舌

的
状

態
を
齎
す

の
敷
果

は
、
確
定
賃
率
協

定

の
場

合

ピ
異

る

所

は
な

い
。

註

北
大
西
洋
航
路
匹
国
旗
各
事
務
に
關
す
る
コ
ソ
フ
ラ

ン
ス
が
戦
前
多
数
め
っ
た
が
、
そ
の
多
く
ば

「等
及
び
二
等
の
旅
客
貰
に
就
い
て
ば
、

各
泄
毎
に
最
低
運
賃
々
定
め
、
三
等
旅
客
運
賃
に
就

い
て
11
共
通
の
最
低
運
賃
た
定
め
て
居

っ
た
。
北
米
大
西
洋

岸
諸
港
ε
英
吉
利

ミ
の
間

の
相

互
航
路
・
井

ぴ
に
紐
育

よ
り
地
中
海
譜
港

量

る
航
路

に
存

在
ぜ
る

・
ン
フ

エ
レ
ノ
ス
に
、
貨

物
賃
率

に
就

…
て
各
社
毎

に
最
低
限
度
な
定
め
、

之

な
攣

更

す

う
に
に

三

+
口

乃
至

六
十
日

内

の

一
定

の
豫

告

期
間

な
維
魅

し

た
後

で
な

け

れ
ば

實
行

で
き

な

い
規

約
で

あ

ろ
。

詔
o
山
洋
Φ
「轄
口
Φ
旨

ノ<
㊦
。・二
)o
ロ
コ
留
目
原
由
o
ン
囮
お
①
コ
'Φコ
只
所

鳩
舎

泄

》
[唇
ぱ
o
門
[
ぎ
ρ

名

王

3

QQ
[無

目
ま
ρ

∩
二
奉

乙

い
一印
ρ

Z
o
&

匹
Φ
三
いo
ゴ
醇

口
o
〈
倉

=
p
ヨ
げ
戸『
鱒

〉
日
田
陣寄

目
団三
ρ

〉
器
財
o

誤
ヨ
①
ユ
ロ峯

p

Z
ρ
丘
σq
俘
Nぎ
口
o

Ω
Φ
目
零
暫
げ

H芭

留
口
p

目
置

く
巴
o。
9

巨
げ
五

一「巴
ぴ
口
9

」
3
6

Q。
尊

母
5
ゆ
ρ

し日
言
p
一国

諺
白
9

臼

冨

噛
一琶

一p

)

ば

確
定
賃

率

協
定

で

め

る
、
伊

太

利
よ
り

北

米
合

衆

国
大

西
洋

岸
話
港

に
至

ろ
航

路

旨
就

役
ぜ

ろ
定

期
船

會
甦

は

、
岡
田
σ
掃

【、ヨ
o

な
除

き

、
総

て
皆

、
各

社

現

在

の
賃

率
奄
維

持

ず

志

こ
ε
な

規
約

し

、
代

理
店

に
支

辨

ふ
口
銭

為

論

叢

海

運

に
於

け

る
競
争

ざ
濁

占

、

第

+
四

巻

(第

二
號

三
四

五
)

九
五

、

'

.

、
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論

叢
.

海
運

に
於
け
ろ
競
争
ミ
濁
占

第

+
四
巻

(第
二
號

三
四
六
)

九
六

劃

一
に
定

め
、
延
戻
率
も

一
割
以
内
ぐ」
定
め
た
。
叉
戦
前

=
擘
き
=
謎

》
臼
田
汗
y

写
呂
〔=
Φ
三
』・歩
程

日
一。
旨
"
ノ
銀
尻
o
ロ

[
げ
ρ

q
畝
[巴

u。
呂
四
ヨ
。・ゴ
弓

∩
o
・
の
四
祉

よ
り
成

ろ

団
費

…6
勺
0
9

に
、
パ
ル
テ
イ

ソ
〃
諸
湛
宣
北
米
大
西
洋
諸
港
ε
の
間

に
確
定
賃
率
為
採
用
す
ろ
こ

定
心
規

定
し
て
居

っ
た
。
客

U
・
じ

く
・
ノく
ω
㎝8
。
日
嵐

「
「。碑
窪

》
讐
器
日
m暑

に
・
.北
獅
諸
港
及

び
和
蘭
、
白
耳
義

講
港
エ
リ

、北
米
大
酉
洋

語
港
行

貨
物

に
射
し
確
定
賃
率
な
規
定
し
、
持
株
重
要
貨
物
に
謝
し
て
に
・
最
低
賃
率
な
規
定

し
て
居

っ
た
。
其
他

・
紐
育
よ
り
深
淵

へ
の
航
路

、
紐
育

よ

り
亜
弗
利
加

の
南
部
、
東
部
、
西
部

へ
の
航
路
、
紐
育

よ
り
藤
西

経
由
亜
細
亜

へ
の
航
路

、
及

び
そ
の
蓮
航
路
、
紐
育
よ
叫
南
米
の
多
数
の
港

へ
の
航
路
及
び
真
逆
航
路

、
亜
細
亜
よ
り
北
米
大
卒
洋
岸
諸
港

へ
の
航
路
等

に
も

こ
の
確
定
賃
率
協
定
が
あ

ろ
。

北
大
西
洋
航
路

に
於
げ

る
旅
客
賃
率
協
定

の
中
に
に
、
特
殊
汽
船
に
濁
し
て
に
差
別
賃
率
な
適
用
す
べ
き
規
定
が
あ
り
、
乗
組
育
ヴ

エ
ネ
ヅ

エ

・
ラ
間

の
航
路
に
於
て
、
閃
。
琶

O
[丙
プ
ゴ
、里

言

自

室
琶

障
冨

が
、
閃
亀

.
U
..
ご
尾

工
り
も
五
指
乃
至

一
割
安
春
貨
物
運
賃
々
協
定
ぜ

る
が
如
き
も
、
差
別
賃
率
協
定
の

　
例
で
あ
ろ
。

ヨ

プ

ー

ル

(
合

同

)

.フ

ー

ル

ε

云

ふ

は

、

並閥

に
述

べ

た

る

分

配

カ

ル

・7

ル

(
<
o
捧
①
穿
已
σq
寄

碧
斤①
=
層
囚
o
葺
ぎ
η
o
口
口
雲
o
p
畠
o

H(
聾
暮
色
じ

で

あ

っ

て

、

海

運

に

於

て

は

、

之

に

マ
ネ

・
プ

ー

ル

〔
言

o
昌
o
団

℃
0
9

)

ご

ト

ーフ

フ

イ
ソ
ク

。
プ

ー

ル

(
日
田
跳
6

で
o
巳

o
「

コ

Ω
o
O
号

唱
o
o
ご

ε
の
二
種

あ

る
。但

し
輩

に
プ

ー

ル
ε

云

ふ
ピ
き
は
、

そ
れ
は

マ
ネ
プ

玉

川
を
謂

ふ
の
で
あ

る
。

①

牧
盆

合
同

マ
ネ

・
プ

ー
ル
は
確

定
賃
率
協

定

の
進

化

し
た
も

の
で
、
加
盟
海

運
會
肚

の
特
定
航

路

に
於
け

る
敬
盆

の
全
部
若

し

く
は

一
部
を
合

同
し
て
、
之
を

協
約

を
以

て
豫

め
定
め
π

る
割
合

に
悉

じ
て
、
更

に
彼
等

に

の

分
配
す

る
の
で
あ

る
。
赦

に
或
.は
之
を
収
益

合
同

(爾

三
口
無
げ器
。ぎ
ロ
コ
σq
・。αq
。日
①
望

。訂
ε

ε
も
謂

ふ
。

而

し

て
こ
の
牧
盆

の
全

部
若

し
く

は

　
部

を
合

同

し

て
之
を
叉
各

加
盟
會

肚

に
分
配
す

る
が
偶

め
に
は
、
通
常

特

に
其

事
務
を
取
扱

ふ
所

の
共

同
機
閣
を
設
け

る
の

で
あ

っ
て
、
此
機

關
は
、

一
般

の
分
配

カ

ル
プ

ル
の
場
合

に

1)Giese,a.a.o.,s.9c,Fussnote.
2)Giese,a.a.O.,S.9c.
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於

け

る
ε
同
様
…に
、

シ
ソ
デ
ィ

ケ
ー
ト

(ω
冤
5
島
n馨
ρ
の
寓
目
血
肝
鉾
∀
ご
謂
…は

る
。

前
段

に
述

べ
た

る
軍
純

な

る
賃
牽
協

定

に
あ
り

て

は
、
只
、
賃

率

の
切

下
げ
を
な
す

こ
ε
を
禁
ず

る

に
渦
ぎ
な

い
の
で
め

る
か
ら

、
其
他

の
方
法

を
以
て
荷
競
争

を

な
す

織
地

が
多
く
残

さ
れ
て
居

る
。
例

へ
ば
贋
書

を
盛
に
し

た

り
、
叉
は

よ
り
良

き
設

備
を
提

供

し
、
よ
b
多

く

の
便
宜

を
與

へ
て

、
貨
客

の
争
奪

を
な
す
飴
地

が
街
十

分

に

存
在
す

る
。
然

る
に

マ
ネ

。
プ

ー

ル
に
め
b

て
は
、
所
屡

會
耐

の
牧
盆

を
共
同

の
計
算

に
移

し
、

之
を

一
定
の
割

合

に
慮

じ
て

分
配
す

る
の
で
あ
る

か
ら

、
そ
う

云
ふ
様

な
手
段

で
貨
客

の
争

奪

聖
な
す
も

直
接
自

分
に
何
等

の

利
益

を
齎

さ
な

い
。

從

っ
て
其
方

面
の
競
争

は
自
然

制
限

せ
ら

る

」
こ
ξ

㌧
な

る
。

さ
れ
ば
、

こ
の
種

の
.コ
ソ
フ

ェ

レ
ン
ス
は
前

段

に
述

べ
在

る
ア
グ
リ

ー
メ
ン
ト
よ

り

は
競
争

を
制

限
す

る
作
用
も

強
く
、
凋
占

的
状
態

を
齎
ら

す

敷
果

も
大
な

る
も

の
ε
認

め
ら

れ
る
。

了
不

・
プ

ー

ル
に
あ
り

て
も
、

そ
の
牧
盆

の
共
同

計
算

に
移

さ
.る
」
部

分
の
定

め
方

に
は
種

々
な
る
も
の
が
あ

(註
こ

る
。
特

定
航
路

に
於
け

る

一
種
又

は
撒
種

の
貨
物

よ

り
獲

る
運
賃

吸
入
を
共

同
計
算

に
移
す

も

の
も
め

れ
ば
、
特

(註
二
)

定
航
路

よ
b
獲

る
運
賃

牧

人
の
全

部
を
之
を
移
す
も

の
も
み
り
、

火
特

定
航
路

よ
り
獲

る
運
賃

牧
入

の
中

、
生
産

原

費

(
船
舶

運
用

に
要
す

る
要
用

、
貨

物

の
積
込
陸

揚

に
要
す

る
費
用

、
積
替

に
要
す

る
費
用

、
代
理

店

へ
の
口

銭

等

)
を
顛
補

す

る
に
足

る

↓
定
額

(∩
p
「々

写
σq
茜
討
)

を
除

き
て
、
純
益

の
み
を
共

同
計
算

に
移

す
も

の
も

あ

(識
量
)

る
。
更

に
又
運
賃

牧
入

の
中
、
そ

の

一
部
分
、
例

へ
ば
五

割

ε
か
七
割

五
歩

ε

か
を
共
同
計
算

に
移
す

も

の
も

あ

(註
四
)

.

る
。共

同
計
算

に
移

さ
れ
た

る
牧
盆

は
、

カ

ル
テ

ル
協
約

に
定

め
た

る
攀

じ
從
ひ

、
通
常

は
各
社

に
分
配
せ
ら

る

玉

論

叢

海
運
に
於
け
ろ
競
争
ミ
濁
占

第
+
四
巻

(第
二
號

三
四
七
)

九
七 1)Liefmann,a・a・U.,S・39;Giese ,a.a.⊂,.,S.89.
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論

叢
.

海
運
に
於
け
る
競
争
ミ
濁
占

第
+
四
巻

(第
二
號

三
四
八
)

九
八

の
で
あ

る
が
、
叉
所
騙
會

肚
を
二
三

の
團
膿

に
分
ち

、

こ
の
團
膿

に
謝

し
て

一
定

の
割
合
を

以
て
分
配
す

る
も

の

(註
五
)

・
も
あ

る
。

そ

の
場
合

に
は
各
團
盟
内

に
於

て
更

に

一
定

の
牽

に
從

っ
て
之
を

分
配
す

る
の
で
み

る
。

劔
て
純

益

の
み

の
共
同

計
算
を

な
す
も

の
に
あ

り

て
は
.
當
該

航
路

に
於

け

る
各
砒

の
瞥

業

の
結
果

の
全
部

を

合

同
す

る

の
で
は
な

く
て
、
只
そ

の

↓
部

分
を
合

同
す

る
に
過

ぎ
な

い
の
で
あ

る
か
ら

、
若

し
生
産
原
費

の
顛
補

に
充

て
ら

る

べ
き
も

の
ε
し
て
定

め
.ら
れ
だ
る
部

分

が
、
實
際

の
額

以
上

に
上

る
ε
き
は
、純

益

ご
し
て
分
配
せ
ら

る

、
額

は
、
協
約

に
よ
り
て
確
定

し
て
居

て
も
、多

量

の
運
送

を
な
し
π

る
も

の
は
、
顛
捕

鯨
剰

の
増

加

に
よ
り

て

自

然
、

笹
葉
利
益

が
多

く
な

る
こ
ご

Σ
な

り
、
從

っ

て
運

送
貨
物

の
獲

得

に

つ
き
て
競
争

を
惹
起
す
刺
戟

が
残

存

す

る
こ
ε

、
な
る
。
故

に
此
種

の

ヵ
ル
ノ
ル
に
あ
り

て
は
、
生
産
原
費

の
顛
補

に
充

て
ら

る
＼
額

が
、
正
常
に
計

算

せ
ら

れ
居

る
に
あ
ら

ざ
れ
ば
、
競
争
を
制

限
す

る

敷
果

が
乏
し

い
も

の
ξ
吉

は
ね

ば
な
ら

漁
.

さ
れ
ば

か
の
運

賃
牧
人
の

一
部
分
の
み
を
共
同
計
算

に
移
す
も
の
に
あ
6

て
は
、
1

そ
れ
は
純
益

の
み
を
共
同
計
算

ピ
す
る
も

の
よ
り
も
更

に
粗
雑
な
る
組
織
で
あ
る
か
ら
一

運
逡
貨
物
吸
牧
上
に
競
争
す

る
の
鹸
地
が

一
層
廣
く
残
さ
る
Σ

も
の
で
め
る
は
盲
ふ
迄
も
な
い
。

運
賃
収
入
の
全
部
を
共
同
計
算

に
移
す
も
の
に
あ
り
て
は
、
實
際
の
蓬
蓬
量
の
如
何
に
拘
は
ら
す
、
カ
ぞ
7
ル

協
定
に
定
め
ら
れ
セ
る

一
定
の
割
合
に
懸
じ
て
、
牧
盆
の
分
配
を
受
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
運
送
貨
物
の
獲
得

に

つ
い
三

箏

を
な
す

鯨
地

は
な

い
。
併

し
此
場
合

に

は
、

工
業

に
於
け

る
牧
盆

分
配

カ

ル
.・7
ル

(O
・
三
・
弓
。
垂

ヨ

ニ
お
野
暮

①一こ
己
同
様

に
、
各
砒

の
鱗
葉
成
績

ご
そ
の
敗
盆
割
當
牽
ε
が
公
李
を
保
ち
得
る
様

に
、
各
肚
に
運
逡
貨
物

を
適
當
に
按
配
せ
な
け
れ
ば
な
ら
楓
。
此
事
務
を
憺
任
す
る
機
關
は
即
ち

シ
ソ
デ
ィ
ケ
ー
ト
で
あ

っ
て
、
此
場
合

i) Vgl,Giese,陸.a.0.S.92.
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に
は
、
常

に
各
肚

に
適

當

に
運
送

貨
物

を
割

嘗
て
、
「若
し
収
益

分
配
率

だ
鯨

り

に
懸

隔
を
生
す

る
場

合

に
は
、
多

`

〔註
六
)

き
も

の
よ
り
取

っ
て
少

き
も
の
に
振
嘗

て
る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ば
、
此
積
め

プ

ー

ル
は
此
黙

に
於
て
又
往
交

分
配

ロ

ゆ

ヵ

ル
プ

ル

〔〉
=幹
卿σq
竃
韓
巳

『
握

。。パ
曽
簿
oε

の
性
質

を
有

つ
も

の
ε
看
做
す

こ
ご
が
出

來

る
。

運
賃

牧
入

の
全
部
を
共

同
計
算

に
移

す

プ

ー

ル
は

、
現
在

の
牧

盆
を
標
準

ε
す

る
範

園
内

に
於
て
は

、
加
盟
會

肚
相
互
間

の
競
争

は
完
全

に
除
斥

せ
ら

れ
得

る
の
で

あ
る
.
何

ε
な

れ
ば
特

に
自
肚

に
の
み
多

量

の
運
送
貨
物

を

吸
牧

し
て
ち
、
少
し
も

そ
れ
が
直

接

に
自
己

の
利

益

ε
は

な
ら
な

い
か
ら
で
あ

る
。
併

し

こ
の
牧
盆

分
配
率

な

る

も

の
も

、

カ

ル
一7
ル
の
性

質

ε
し

て
、
そ
の
協
約

の
存
続

期
間
内

の
み
布
敷

の
も

の
で
、
期
間
縄

過

の
.後

は
更

め

て
又
定

め
ら

る
、
も

の
で
め

る
。
而

し
て
分
配
率
改

正

の
場
合

に
は
.
從
來

の
鱗
葉
成
績

を
主

ご
し
て
標
準

ε
す
.

る
の
で
あ

る
か
ら
、
多
量

の
運
送
を
な
し
た

る
も

の
は

、協

約
改
正

の
際

に
は
よ
b
多

く
の
分
配
率
を
割

當
て
ら

る

玉
こ
ざ

》
な

る
。
從

っ
て
將
來

の

分
配
率
を
考
慮
す

る
も

の
に
.封

し

て
は
、

こ
の
カ

ル
テ

ル
も
貨
物
吸

牧

の
競
争

わ

ド

を
制
限
す

る
力
が
未
だ
十
分
で
な

い
ε
言
は
ね
ば
な
ら
鳳
。

併
し
、
純
益
の
み
を
共
同
計
算
に
移
す
に
し
て
も
、
叉
運
賃
牧
人
の
至
部
を
共
同
計
算
.に
移
す
に
し
て
も
、
こ

の

マ
ネ

・
プ
ー
ル
は

一
方

に
於
て
賃
牽
の
引
下
げ
を
完
全
に
防
止
し
、
他
方
に
於
て
貨
客
争
奪
の
競
争
を
人
な
る

程
度
に
迄
防
止
し
得
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
猫
占
状
態
を
齎
す
に
甚

だ
有
致
な
も
の
で
あ
る
。
只
、
濁
占
歌
態
を

齎
ら
し
て
賃
率
を
海
運
業
者

の
意
思
に
よ
り

一
方
的

に
決
定
し
得

る
に
は
、
競
争
關
係
に
あ
り
得

べ
き
海
運
業
者

の
塗
部
、
若
し
く
は
少
く

ε
も
其
大
部
分
を
包
括
す

る
必
要
が
あ
る
。
併
し
之
は
從
來
の
例
に
よ
れ
ば
殆
ご
不
可

能
で
あ

っ
だ
。
さ
れ
ば
、
戦
前

の
例

に
就

い
て
見
れ
ば
、
此
種
の
プ
ー

ル
は
、
比
較
的
利
害
の
密
接
な
る
少
敵
者

論

叢

海
運
に
於
げ
る
競
争
ε
濁
占

第
十
四
巻

(第
二
號

三
四
九
)

九
九

1)Vgl.Liefinann,a.a,0.,S.39.一 ・
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濁
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叉
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螢
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岸
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螢
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に
於

け

る
鹸
…迭
量

の
分
配

率

を
定

め
、

シ
ソ
デ
ィ

ケ
ー
r
を
設
け

て
加
盟
各
証
肌
の
鹸
…逡

を
調
節

せ

し
む

る
の
で
あ

る
が
、
併

し
輸
送

事
務
は
各

肚

が
凋

立

に
直

接
之
を
行

ふ
の
で
あ

る
。
然

る
に
若

し
も
更

に

「
歩

を
進

め
て
、
そ

の
特
定
航
路

に
於

け

る
輸

送

事
務
を
共

同

の
経

管

に
移

し
、
各
肚

の
合
同
経
瞥

ε
す

る
ε
き
は
、

雅
楽

の
分

配
牽

に
關

し
て
生
す

る
競
璽

の
誘

因
を
全
く
除

く

こ
ε
を
得

る
ε
共

に
、
賃

率
上

の
差

別
も
全
く
な
く

な

り
、
加
盟
會
肚

相
互
間

の
競
争

は
完
全

に

除
却
す

る

こ
ご
が
出
京

る
。
戦
前

の
濁
逸

に
於

て
は
、
英
吉

利

の
海

運
業
者

の
競
争

に
劃
抗

し
て
.

海
運
上

の
優

越
な

る
輕
鞍

を
な

さ
ん
が
爲

め
に
.
此

種

の
プ

ー

ル
が
存

在

し
て
居

っ
た
。

ギ

ー
ゼ
は
此
程

の
プ

ー

ル
を
純
接

合

　

コ

同

(し⇔
。三
Φ冨
σq
豊

。
冨

・訂

3

ε
名
付

づ
け
て
居

る
。

縄
瞥

合
同

に
あ
り

て
は

、
特
定
航
路

に
於
け

る
纏

壁

を
全
く
合
同
す

る
の
で
あ

る
か
ら

、
そ
の
脛

警

の
外
形

ε

経

済
上

の
結
果

に
於

て
は
、
前

に
述

べ
た

フ
ユ
ー
ジ

・
ソ

角
鼠

・)旦

ご
よ
く
似

て
居

る
が
、
経

管
形
態

ご
し
て
は

大

に
異

る
所

が
め
る
.

フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
は
多

数
會

肚

を
完

全

に
且

つ
永

久
的

に
解
散

し
て
、

一
新

會
砒

を
設
立

し

叉
は

}
の
會
耽

が
他

の
會
　肛
を
買

牧
し

て
之
を
解
散

せ
し
め
、

か
く

て
従
前

の
會
肚

の
経
管
を

全
部
完

全

に
統

一

合

同
す

る
の
で
.あ

る

か
ら

、
後
前

の
會
阯

は
全
く
消

滅
す

る
の
で
あ

る
が
、
経
管
合

同
は

一
種

の

プ
ー
ル
で
あ

る

か
ら

、

一
の
契
約

關
係

に
止

ま
り

、

　
定

の
期

間

の
存

在
敷
力
を
有

つ
所

の
結
合

た

る
に
過

ぎ
な

い
も

の
で
、

而

も

そ
の
合

同
す

る
所

の
経
管
も
會

肚

の
全
部

の
鞍
業

に
亘

る

の
で
は
な

く
、
只
軍

に
特

定
航
路

の
瞥
業

の
み

に
關

.

論

叢

海
運
に
於
げ
る
競
孚
ε
濁
歯

、

第
+
四
巻

(第
二
號

三
五
三
)

一
〇
三

Giese,a,a,ぐ).S.93

.
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海
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け
ろ
競
箏
ミ
萄
占

第
十
四
巻

(第
二
號

三
五
四
)

一
〇
画

す

る
も
の
で
あ
る
。

輕
響
合
同
は
又
ト
ラ
ス
ト
ε
も
異

る
。
ト
ラ
.一
ト
は
、
加
盟
會
ヨ
肛
の
全
瞥
業
を
、
株
持
會
肚

ご
云
ふ

一
の
特
殊

會
肚
の
経
螢
に
統

↓
合
同
す

る
の
で
あ
る
が
、
経
特
合
同
に
あ
り
て
は
か
＼
る
特
殊
會
砒

が
あ
る
鐸
で
は
な
弍
、

加
盟
會
肚
の

一
つ
に
當
該
航
路
の
共
同
経
管
を
委
托
す

る
の
で
あ
る
。
即
ち
加
盟
會
　肛
の
中
で
、
當
該
航
路
を
唯

↓
の
瞥
業
地
域
だ
し
て
此
庭
に
全
力
を
注

い
で
居
る
會
肚

か
、
叉
は
最
も
永
く
常
談
航
路

に
於
て
管
業
を
縫
績
し

從

っ
て
最
も
多
く
経
験
を
積

ん
で
居

る
會
肚
か
、
叉
は
當
該
航
路

に
於
て
最
も
多
く
の
蓮
逡
を
取
扱

っ
て
居
る
會

肚
か
、
此
等
の
中
の

一
に
共
同
脛
瞥
を
委
托
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
脛
瞥
の
統

一
せ
ら
る
、
黙
に
於
て
は
ト
ラ
ス

ト
に
似
だ
る
所
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
経
管
の
統

一
せ
.ら
る
＼
の
も
特
定
の
航
路

に
於
け
る
瞥
業
の
み
に
つ
い
て
ゴ

あ

っ
て
、
且

つ
各
乱

が
経
済
上
の
獅
立
を
失
ふ
も
の
で
な
い
こ
ご
も
ト
ラ
ス
ド
ご
異

る
所
で
あ
る
。

樫
螢
合
同
に
於
て
は
、
か
く
の
如
く

…
の
會
耐
を
挿

ん
で
之
に
共
同
の
郷
瞥
を
委
托
す

る
の
で
あ
る
が
、
併
し

他

の
會
肚
は
、
從
前
通
り
其
航
路

に
於
け
る
経
管
に
つ
い
て
鳳
外
形
上
濁
立
し
た
る
歌
態
を
保
持
し
て
居
る
こ
ご

も
あ
b
、
又
そ
の
脛
管
を
合
同
せ
る
こ
ε
を
外
部
.に
公
表
す

る
こ
ご
も
あ
る
。
何
れ
の
場
合

に
あ
b
て
も
脛
螢
合

同
に
於
て
は
、
加
盟
各
『肛
の
運
送
事
務
を
統

一
合
併
す

る
結
果
ε
し
て
両
當
然
其
襲
業
の
結
果
た
る
牧
盆
の
分
配

ε
云
ふ
こ
ε
が
起

っ
て
来
る
。
從

っ
て
牧
盆
の
分
配
率
を
協
定
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
故

に
比
熱
に
於
て
脛
瞥

合
同
は
叉

マ
子
・プ

ー
ル
た
る
性
質
を
も
有

つ
も
の
で
あ
る
。

脛
壁
合
同
は
海
運

に
於
け

る
カ
ぞ
グ
ル
形
態

の
最
も
獲
達

し
た
も
の
で
、
右
に
述

ぶ
る
が
如
く
、
加
盟
會
趾
間

に
甚
だ
密
接
な
る
關
係
を
生
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
利
害
關
係

の
最
も
深
ぜ
.且

つ
螢
業
上
相
互
に
親
密
な
る
諒

/
〆



解
の
め
る
會
肚
間
に
の
み
成
立
の
可
能
あ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
そ
の
成
立
の
事
情

に
は
全
く
異
る
二

つ
の
も
.の

が
め
る
。

其

一
は
同

一
の
商
港
叉
は
甚
だ
近
接
せ
る
商
港
に
瞥
業
の
根
篠
を
有
し
、
從

っ
て
若
し
競
争
關
係

に
立

つ
こ
ご

め
ら
ば
、
甚
だ
激
烈
な
る
運
賃
戦

〔
丙
舞
零
話

こ

を
惹
起
し
、
恐
る

べ
き
貴
書
の
億
す

る
虞
あ
る
様
な
場
合
で

め
る
。
此

の
場
合
に
も
こ
の
経
管
合
同
を
作

る
目
的
は
勿
論
色

々
あ
る
。
即
ち
同

一
航
路

に
於
て
互

に
独
立
し
て

管
業
せ
る
二
會
肚

が
、
そ
の
管
業
を

…
の
共
同
の
経
管
に
移
し
、
か
く
て
從
來
の
相
互
の
競
争
を
廃
止
す

る
ξ
共

に
、
他

の
競
争
螢
業
者

に
射
し
て
、
ー
レ
特

に
外
國
海
運
業
者
の
競
争

に
蜀
抗
し
て
一
1
.優
秀
な
る
地
位
に
立
つ

.

こ
ε
を
目
的
ご
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
或
は
、
従
来
鱗
葉
し
居
ら
ざ
る
航
路
に
新
た
に
瞥
業
を
開
始
せ
ん
ε
す
る
會

肚
が
二

つ
あ
る
場
合
に
、
豫

め
相
互
の
競
争
を
除
去

せ
ん
が
爲
め
に
、
そ
の
鞍
業
を
共
同
経
螢

に
て
行
ひ
、
且
つ

之
に
よ
b
て
、
彼
等
の
何
れ
も
が
猫
力
そ
の
新
航
路

の
瞥
業
に
當
る
に
は
不
足
な
る
資
本
を
充
貸
し
、
若
し
く
は

新
航
路
開
拓

の
危
険
を
分
権
せ
ん
こ
ε
を
目
的
ε
す

る
も
の
も
あ
る
。
又
或
は
既
に

一
つ
の
航
路
に
瞥
業
せ
る
會

肚
が
、
.そ
の
航
路
に
新
た
に
又
轡
業
を
開
始
せ
ん
ε
す
る
會
肚
め
る
場
合
に
、
そ
の
會
祉
ご
の
競
争
を
豫
め
避
け

●

ん
が
爲
め
に
、
之
ど
纒
楼
合
同
を
な
し
、
且

つ
之
に
よ
り
て
糖
葉
上
の
基
礎
を
堅
め
ん
こ
ご
を
目
的
ご
.す
る
場
合

も
め
る
。
職
前

に
成
立
し
た
る
経
管
合
同
は
、
多
一
は
か
＼
乃
目
的
を
別
て
出
来
π
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
凋
逸

に
於
て
は
概

し
て
特
に
英
吉
利
の
海
運
業
者
の
競
争

に
対
抗
す
る
目
的
を
以
て
こ
の
経
管
合
同
が
成
立
し
た
.

経
管
合
同
の
成
立
す
る
第
二
の
事
情
は
、
同

】
航
路
の
経
管
を
希
望
す

る
二
つ
の
會
肚
が
、
各
々
相
異
る
事
情

に
よ
っ
て
、
凋
力
之
を
脛
督
す

る
の
力
を
鉄
き
、
而
も
二
肚

が
其
双
方

の
長
所
を
合
併
し
相
協
力
し
て
之
に
當
る

論

叢

海
運
に
於
け
る
競
事
ε
濁
占

第
十
四
巻

(第
二
號
三
五
五
)

一
〇
迂

り Giese,a、a,0,,u.94、



論

叢

海
運

に
於
け

ろ
競
争
ぞ」
櫛
占

.

第
十
四
巻

(
第
二
號

三
五
六
}

}
〇
六

ノ

な
ら
ば
、
螢
業
の
成
功
を
見
得

る
様
な
場
合

で
あ
る
。
例

へ
ば
、
凋
逸
の
海
運
會
肚
ぼ
経
鞍
上
の
技
能
ε
経
験
ご

を
有
し
な
が
ら
、
大
戦

の
結
果
、
其
有
力
な
る
船
隊
を
失
ひ
、
亜
米
利
加
の
海
運
會
肚
は
多
数
の
有
力
な
る
船
隊

を
有
ち
な
が
ら
、
縄
楼
上
の
技
能
ε
経
験
ε
を
快
き
居
る
が
薦

め
、
双
方
共
、
濁
力
に
て
は
定
期
航
路

の
経
管
を

な
す
・
・
が
崇

な
い
か
ら
、
弦
に
双
方
の
喬

冬

併
。
て
、
難

會
肚
の
講

ε
叢

。
以
。
粟

利
加
會

肚
の
船
隊
を
運
用
す
る
所
の
脛
警
合
同
を
作

っ
た
が
如
き
は
、
此

の

}
例
で
め
る
。

経

管
合
同

に
於

け

る
加
盟
會
慰
問

の
輪
逡

量

の
割

當

は
、
-

・フ
ζ

ソ
汐
.
ア
グ

リ
ー
メ

ζ

及

び

、

.フ
フ
ィ
.

ク
・
プ
ー

ル
に
於
け
る
も

の
ざ
同

一
の
方

法
を

ご
る
。

天
美
牧

盆

の
分
配
も

、

マ
ネ

.
プ
ー

ル
に
於

け

る
ε
同

一
の

方
法

に

て
、
之
を
行

ふ
の
で
あ

る
。

こ
の
経
管

合
同
は
前
述

の

マ
「ネ

・
ブ

ー

μ
や

ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
ー

ル
よ
り

も

カ

ぞ

7
ル
ご
し
て
は

】
層
内

部
關

係

の
密
接
な

る
も
の
で
、

そ
れ
だ
け

↓
暦
進

歩

し
た

も

の
で
あ

る
が
、
凋
占

状
態
を
齎

し
得

る
数
果

に
至

っ
て
は

「

此

二
者

ε
殆

ざ
同
じ
も

の
で
め

る
。

何

ε
な
れ
ば
、

こ
の
脛
瞥
合

同
も

そ

の
組
織

の
緻
密

な

る
だ
け
叉

、
そ

の
包

括
す

る
加
盟
會
枇

の
敷

は
自
然

少
敷

に
限
ら

れ
、
競

争

螢
業
者

の
全
部
を
、

叉
は
少
く

ε
も

そ
の
大
多

敷
を
包
括

す

る

重

刷
ふ

こ
ざ
は
全
然

不
可
能

だ
か
ら
で
あ

る
。

從

っ
て
各

国

の
多

撒
海

運
曾
肚

が
競

争
關
係

に
立

つ
所

の
国

際
的
航
路
に
於
て
は
、
此
組
織
に
よ
り
て
至
然
虹學

を
排
除
し
凋
占
的
地
位
を
獲
得
す
る
こ
ざ
な
ご
は
到
底
畳
束

.

な
き
所

ε
官

は
ね
ば

な
ら

の
。
故

に
国
際

的
主
要
航
路

に
於

て
濁

占
的
地

位
を
獲

得
す

る
が
矯

め
に
は
、
こ
の
纒

替
合
同

も

マ
ネ
・
プ
ー
ル
に
於

け
る

ε
同
様

に
、
更

に
よ
り

廣

汎

な

る
包
括

力
を
有
す

る
所

の
賃

率

ヵ

ぞ

7
ル
か

,
叉
は
地
域

カ

ル
プ

ル
に
加
入
し
て
其

一
構

成

分
子

ε
な
ら
な
け

れ

ば
な
ら

諏
。

.



註

大
戦

の
結
果

乏
し

て
、

そ

の
所
有

船

の
優

秀

な

う
も

の
々
姶

ご

全
部

失

ひ
た
ろ

二
自。
ヨ
ぴ
霞

αq

>
3
。
話
冨

団

コ
δ

に

、
米
国

の

=
契
ユ
日
華

∩
o
只

嘆

諺

ε
共
同

し

て
、
濁
通

北
米

航

路

、及

び
濁
逸
南

米

航
路

に
於

て
、
縷
管

合
同

炬

行

っ

て
居

る
。
叉

こ
の

霞
国
ヨ
σ
二
贔

論
旨
①ユ
『
寧

じ

三
㊦

に
、
そ
の
職
前
に
有
し
た
ゐ
右
以
外
の
航
路
に
於
て
も
、
米
国
の
會
聾

輕

螢
合
同
な
行
に
ん
三
基

計
劃
し
て
居
る
こ
傳

へ
ら
れ
て
居
ろ
。

.

丙

燭
占

の
成

立
す
る
形
態

上

に
述

ぶ
る
が
如

く
、
海
運
事

業

に
於

て
憐
業
者
相

互
間

の
競
璽

を
調
節
制

限
す

る
方

法
ε
し

て
は

、
大
膿

工

業

に
於

け

る
も

の
ざ
同
様

に
、資
本

的
組
織

を
以
て
す

る
も

の
ε
、

カ

μ
テ

ル
の
組
織
を

ε
る
も

の
こ
が
あ

っ
て
、

資
本
的
組

織
を
以

て
す

る
も
の
に
、
単
純
な

る
持

分

の
加

入
、

ト
ラ
ス
ト
、
「
フ

ュ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ

り
、

カ
ル
テ

ル

の
組
織

を

ε
る
も

の
に
、

低
級

ヵ

ル
プ

ル
又
は
高
級

カ

ル
テ

ル
に
旙
す

る
各

種

の

コ
ン

フ
ェ

レ
ン

ス
が
め

る
。
此

等

の
も

の
が
海
運

上

の
濁
占

を
獲

得
す

る
の
敷
果

如
何

に
就

い
て
は
、
既

に
そ
れ
み

、
説
明

し
た
所

で
め

る
が

、

海

運
界

に
於
け

る
猫
占

の
盤
質
を
説

明
す

る
が
爲

め
に

は
.更

に

一
括

し
て
藪

に
之
を
説
明
し
な

け
れ

ば
な
ら

繊
。

元
來

、
多

数
者

の
結
合

(∩
。
已
玄
母
臨
。三

に
よ
り
て

濁
占
的
地
位

を
獲
得
す

る
に
は
、
二

つ
の
條
件

が
必
要

で
、

あ

る
。
其

一
は
結
合

の
方

法
が
魔風
大

な

る
包
括
…力
を
有

す

る

こ
ε
で
、
其

二
は
結
合

の
組
織

が
虚万
全
に
競
争
を
制

限

し
得

る
こ
ど
で
あ

る
。

縦
び
結

合

の
方
法
が
競
争

縫

業
者

の
全
部
を
包
括

し
得

る
も

の
で
あ

っ
て
も
、
結
合

の

組

織
が
粗
漫

で
あ

っ
て
、
何
競
争

の
飴
地

を
残
す

も

の

で

は
、
凋
占

を
獲
得
す

る
こ
ε
を
得
す

、
叉
之

ご
反
封

に

縦

ひ
結

合

の
組
織

が
緊
密

に
し
て

加
入
者
相

互
間

の
競

争

を
完

全

に
制

限
し
得

る
も

の
で
あ

っ
て
.も
、
結
合

の
方

法

が
包

括
力

の
狭

小
な

る
も
の
で
、
競
争

管
業
者

の
全

部
を
包
括

し
得

奪

い
な
ら
.ば
、
叉
猫
占

を
獲
得

す

る

こ
巴

が
出
来
な

い
。
今

、
海
運
事
業

に
於

け

る
競
争

制
限

の
結

合
た

る
前

記
各
種

の
も

の
に
就

て
之
を
見

る
に
、
持

分

論

叢

海
運
に
於
け
る
競
争
ミ
濁
占

第
†
四
巻

(第
二
號

三
五
七
)

「
〇
七

■



ボ

」

～

、

論

叢

海
運

に
於
け
る
競
争
ミ
濁
占

第

十
四
巻

(第

二
號

三
五
八

)

一
〇
入

の
加
入
や
、
・「
ラ
ス
ト
や
、
フ
ユ
ー
ジ
・
ソ
や
、
プ
ー
ル
や
.
経
管
合
同

の
如
き
も
の
は
、
加
入
者
相
互
の
競
争
行

爲
を
制
限
す
る
に
つ
き
て
稽

よ
完
全
に
近
き
歎
力
を
有
す

る
も
の
で
あ

る
が
、
之
は
結
A
晶
關
係
の
緊
密
な
る
が
爲

め
多
撒
者
を
包
括
し
得
ざ
る
映
黙
が
あ
り
、
又
低
級

カ
ル
一7
ル
に
麟
す

る
地
域
協
定
や
、
航
海
叉
は
噸
数
協
定
や
、

賃
摩
協
定
等
の
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
は
、
、多
瓠
者
を
包
括
す

る
に
適
す
れ
こ
も
、
場
合
に
よ
り
て
は
省
競
争
の
飴
地

を
多
く
慶
す
の
鉄
黙
が
あ
る
。、
即
ち
地
域
協
定
に
あ
り
て
は
、
割
當
商
港
が
各

-
交
通
止
の
背
面
地
帯
を
猫
立
し

て
有
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
低
率
な
る
運
賃
を
以
て
貨
客
吸
牧
の
競
争
を
な
す
醗
地
を
残

し
、
航
海
又
は
噸
数

協

定
に
め
b
て
は
、
賃
牽
の
協
定
を
併
せ
行
は
な
け
れ
ば
、
海
運
界
の
不
景
氣
ε
な
か
た
る
場
合

に
、
航
海
回
数

や
使
用
船
舶
顧
敬
の
限
定
範
園
内
で
、
貨
客
争
奪
の
起
る
危
険
が
あ
り
、
賃
率
協
定
に
あ
り
て
は
、
輸
送
量
の
協

定
を
之
ビ
共
に
行
ふ
場
合
で
な
け
れ
ば
、
よ
り
貫
き
設
備
、
よ
り
便
利
な
る
蓬
蓬
方
法
を
提
供
し
て
、
自
己
の
輪

逡
量
を
増
加
せ
ん
こ
す
る
競
争

の
飲
地
を
残
す

こ
冠
》
な
る
。

故
に
今
、
此
等
の
結
合
方
法
に
よ
り
て
海
運
業
者
が
濁
占
的
地
位
を
獲
得
し
得

る
場
合
を
考
ふ
る
に
、
地
方
的

局
部
的
航
路
に
あ
り

て
は
、
そ
こ
に
替
業
せ
る
競
争
者
の
数
も
少
く
、
競
争

の
激
烈
ε
.な
り
易
き
可
能
も
め
り
、
且

つ

「
旦
競
争
の
激
烈

ご
な
り
た
る
暁
に
は
、
當
事
者
双
方
の
蒙

る
損
害
も
頗

る
大
ε
な
る
ε
云
ふ
事
情

も
諒
解
せ

.

ら
れ
易

い
か
ら
、
資

本
的
組
織
や
高
級

カ
ル
テ
ル
を
以
て
競
争
瞥
業
者
の
全
部
叉
は
有
力
な
る
も
の
」
全
部
を
包

括

し
て
、
梢

-
完
全
に
凋
占
を
獲
得
す

る
こ
ε
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
、国
際
的
主
要
航
路
に
あ
り
て
は
、
そ
こ
に

管
楽
せ
る
競
争
者

の
撒
も
多
く
、
国
籍

も
異
り
、
相
互
の
事
情
毛
種
々
な
る
黙

に
於

て

一
致
し
な
い
所

が
あ
る
か

ら

、
縫

ひ
競
争

の
激
烈

ε
な

る
可
能
あ

る
場
合

で
あ

っ
て
も
、
緊
密

な

る
關
係

を
結

ぶ
所

の
資
本

的
結
合
-

持

分
加

入
、

ト
ラ

ス
ト
、
フ

ユ
ー

ジ
ヨ
ソ
等

1

や
高

級

カ

ル
ラ

ル
の
如

き
も

の
は
成
立
し
難
く
、
加
盟
者

の
自
由

聾

「.



業
を
制
限
す
る
乙
ε
の
比
較
的
少
き
地
域
協
定
や
賃
率
協
定
を
成
立
せ
し
む
る
の
外
は
な

い
、
從

つ
τ
此
場
合
に

は
倫
競
争

の
醗
地
を
残
す
ご
ざ
玉
な
る
。
叉
か
の
単
純
な
る
航
海
又
は
願
敷
協
定
の
如
き
に
至
っ
て
は
、
此
場
合

に
凋
占
を
齎
ら
す
力

の
殆
ご
之
れ
な
き
も
の
な
る
は
既
に
述

べ
π
る
が
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
叉
之
を
他
方
よ
り

観
察
す
る
に
、
国
際
的
主
要
航
路
に
地
域
協
定
叉
は
賃
率
協
定
の
成
立
す

る
場
合
に
、
街
競
争
の
飴
地

の
残
る
の

は
、
圭
ξ
し
て
相
近
接
せ
る
商
港
に
管
楽
上
の
本
擦
を
有

つ
同
国
の
海
運
業
者
間
か
、
若
し
く
は
隣
接
せ
る
國
の

海
蓮
業
者
の
盟

に
於
て
の
み
で
あ
る
。
瞥
業
上
の
本
糠
た
る
商
港
が
相
隔
絶
せ
る
海
蓮
業
者
間
に
は
、
交
通
上
の

背
面
地
帯
も
共
通
こ
な
る
こ
ご
な
く
、
叉
比
較
的
頁
好

の
設
備
、
比
較
的
便
利
な
る
運
逡
方
法
を
以
て
す
る
も
、

相
手
方

の
貨
客
を
奪
ふ
に
足
り
な

い
か
ら
、
既
に
地
域
協
定
叉
は
賃
率
協
定
さ

へ
成
立
せ
ば
、
彼
等
の
間

に
は
競

争

の
醗
地
は
残
ら
な

い
こ
ε
」
な
る
。
故
に

一
方
に
於
て
、
楼
業
上
の
本
撮
だ
る
商
港
が
相
近
接
し
て
利
害
關
係

の
密
接

せ
る
海
運
業
者
の
間
に
資
本
的
組
織
に
よ
る
結
合
を
結
ぶ
か
、
叉
は
牧
盆
合
同
、
運
鹸
…合
同
若
し
く
は
経

管
合
同
を
行
ひ
て
、
先
づ
彼
等

の
間

に
存
す
る
競
争

の
餓
地
を
除
き
去
り
、
然
る
後
、
他
方
に
於
て
、
相
隔
絶
せ

る
商
港
を
以
て
瞥
業
上
の
本
擦
注
せ
る
海
運
業
者
を
包
括
し
て
地
域
協
定
若
し
く
は
賃
率
協

定
を
成
立
せ
し
む
る

ε
き
は
,
国
際
的
主
要
航
路

に
於
て
も
、
之
に
よ
り
て
凋
占
的
歌
態
を
齎
す

こ
ご
を
得

る
で
あ
ら
う
。
國
際
的
主

要
航
路
に
於
け
る
濁
占
は
、
か
く
の
如
き
結
合
關
係
に
よ
り
て
維
持

せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
て
見

れ
ば
、
国
際
的
主
要
航
路
じ
於
て
濁
占
的
懸
態
の
出
現
す

る
に
は
、
第

一
に
利
害
關
係
の
密

接
な
る
海
運
業
者
間
に
、
資
本
的
結
合
か
若
し
く
は
高
級
カ
ル
プ
ル
の
成
立
す

る
こ
ざ
が
、
そ
の
前
提
條
件
で
あ

っ
て
、
第
二
に
、
こ
の
資
本
的
結
合
若
し
く
は
高
級

カ
ル
テ
ル
に
麗
す

る
諸
會
耐
が
脛
著
せ
る
航
路

に
、
同
じ
く

定
期
航
海
を
警
ん
で
居

る
他

の
海
運
業
者

の
全
部
、
若
し
く
は
そ
の
有
力
な
る
も
の
》
全
部
、
を
包
括
す
る
に
定

盤

叢

海
運
ド
於
け
る
競
争
ぜ
濁
占

第
十
四
巻

(第
二
號

三
五
九
)

一
Q
九

,



論

叢

.

海
蓮
に
於
σ
る
競
争
き
櫛
占

第
+
四
巻

(第
二
號

三
六
〇
∀

「
一
〇

る
所

の
賃
率
協
定
叉

は
地
域
協

定
を
作
り

、
資
本
的

結
合

若

し
く
は
高

級

ヵ
ル
プ

ル
も
其

加
盟
者

の

一
員

ε
な

る

様

な
仕

組

に
於

て
之
を

一
大

コ
ソ
フ
ェ
レ
ン
ス
ξ
す

る
こ

ご
が
、

そ

の
最
終
修
得

ご
な

っ
て
居

る

こ
ξ
が
分
る
で

あ
ら
う
。

何

こ
な
れ
ば
、

常
談
航

路

に
管
渠

せ

る
も

の
が
、
.
.
若

し
同

一
の
商
港
叉
は
相
近

接
せ

る
商
港

に
謄
業

上

の
本
篠

を
置
く
も

の
に
あ
ら
す

し

て
、

そ
の
相

互
の
間

の
利
害
關

係
も
比
較
的
箪
純

な

る
も

の
ば

か
り

で
あ
る
な

ら

ば
、
其
場
合

は
賃

率
協

定
又
は
地
域
協

定
を
以
て

、
相

互
の
競
争

を
制
限
す

る

に
足

る
け

れ
ご
も
、
彼
等

の
中

の

一
部

に
、
種

々
な

る
黙

に
於

て
競
争
す

べ
き
可
能

あ
る
程

に
笹
葉
上

の
利
害
關
係

が
密
接
な

る
も
の
め

る
ε

き

は
、
縫

ひ
此
航
路

に
於
け

る
瞥
業
者

の
全
部
を
包
括

し
て
賃

率
協

定
叉

は
地
域
協
定

を
作
ら

ん
ざ
す

る
も
、

こ
の

一
部

の
も

の
に
ε
b

て
は
、

か
N
る

コ
シ
フ
エ

レ
ソ

ス
に
て
は
省
競
争

の
飴
地
.が
残

る
か
ら
、
彼
等

は
之

に
加
入

を
肯

ぜ
ざ

る

べ
く
、
叉
他

の
も
の

に
於

て
も
、

こ
の

一
部
の
も

の

＼
間

に
窺

さ

る

、
競
争

の
飴
地

よ
り
、
全
部

の

結

合
關

係

が
崩
壊
す

る
危

険
あ

る
を
見

越
し

て
、
叉

加
入
を
肯

じ
な

い
こ
ご
＼
な

る
か
ら

で
あ

る
。

*

.

「
ト
ラ

入
卜
及

び

フ

ユ
ー
ジ
オ

ン
ζ

カ

ル
グ

〃
己
は

、
多

く

⑳
黙

に
於

て
相
似

把

る
所

が
あ

る
。

そ
は

、
此
等

は

皆
、
濁

占

を
獲
得
す

る
こ
ざ
を
以

て
、

そ
の
最

重
要

の
目
的

ざ
す

る
も

の
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

【併

し
乍
ら

)
ト

ラ

ス
ト
.し
フ
ユ
ー
ジ
ォ

ソ
ご
は
、

ヵ

川
プ

ル
よ
b

}
段
進
歩

し
た
形

態

ε
見
.倣
.さ
る

べ
き
も

の
で
、
且

つ

(凋
占

的
)
歎
果

を
現
は
す

黙
に
於

て
は

一
層

の
強
度

に
於

て
.数
倍

の
力
が

あ

る
。
」
、
「
従
前
競

争
的

關

係
に
あ

る
企
業

の
大
.多
数

を
、
此

種

の
何

れ
か
の
形
態

(ト

ラ
ス
ト
又
は

フ
ユ
ー
ジ

オ

ソ
)
に
於

て
合

同
せ

し
む

る
な
ら

ば
、

ヲ

ユ

ー
ジ
オ

ン
又

は
管
理

會
肚
.

〔困
o
導
8
膏
2
Φ
房
。訂
T

I
即

ち

ト

ラ
ス
ト
)
は
凋
.占
的
地

位
を
獲
得
す

る
こ

ご

＼

な
り
、

か
く

て
そ
れ
は
又
同
時
に
、
絡
じ

て
濁
占
聯

合

の
中

で
考

へ
得

べ
き
最

も
堅
固
な

る
階
段

(島
。
留
詳

審
一

1)Lie虻manna、a.o.,5..「3、



ず
。・奮

窪

しn
ε
詩
)

の

も

の

ε

な

る

。

此

場

合

に

於

て

競

争

の

除

斥

せ

む

る

》

の

は

、

カ

ル

テ

ル

に
於

け

る

が

如

く

.

輩
純
な

聯
合

關
係
-

契
約
1

に
よ
り

て

y
は
な

く
、
個
別
的
な

る
利
害

關
係
が
潰
滅
す

る
か
ら

で
あ
る
。
・:
」

多
轍

企
業
が
、
今
日

の
経
済

組
織

の
下

に
あ
り
て

、
「
考

へ
得

べ
き
最
も
堅
固
な

る
階
段
」

の
猫

占
聯

合
噛
作
ら
.

う

ε
思

へ
ば

、
ト

ラ
ス
ト

か
フ
ユ
ー
ジ

司
ン
砂
形
態

を
ε

る
の
外

は
な

い
。

カ

ル
・7

ル
で
は
未

だ

「
個

別
的

な

る

利
害
關

係
」

が
、
加
盟
會

肚
の
各

よ
に
獲

っ
て
居

る

か
ら

、
種

々
な

る
黙

に
於

て
構
競
争

の
鯨
地

が
多

少
ε
も
あ

る
鐸

で

あ
る
・
然

る

に
、
海
運
事
業

に
於

て
は
、
特

に
國
際
的
主

要
航
路

に
於

て
は
、
製

造

工
業

に
於

け
る
場
合

鼠

異

り
て
・
前

に
述

べ
た

る
が
如
一

、
ト

ラ

ス
ト
や

フ
ユ
ー

ジ
・
ソ
を
成

立
せ
し

め
て
、
真
下

に
、
當
該
航

路

に

管
楽

せ
る
海
運
會
肚

の
全
部
又

は
大
多

数
を

、
包
括

す

る
が
如

き

こ
ε
は
、
不
可
能
な

る
事
情

が
あ
る
。
只
、
猫

占
的
妓
果

の
上

で
は
第

二
次
的
な

る
所

の

カ
ル
テ

ル
た
る

コ
ン
フ
エ

レ
ソ
ス
が
最
終

の
猫

占
聯
合

ど
し

て
成

立

し

得

る
に
過
ぎ
な

い
ら
故

に
海
運

に
於

て
は
「
考

へ
得

べ
き
最
も

堅
固
な

る
階
段
」
の
凋
占

聯
合

は
成

立

し
得
ざ

る
も

の
ε
盲

は
な
け
れ
ば
な
ら

諏
。
.

一

か
く

て
縦
ひ
第
二
次
的

の
濁
占

聯
合

で
あ

っ
て
も

、
兎
も
角
も

コ
ソ
フ
ェ

レ
ン
ス
の
成

立
し
得

る
以

上
は
、
そ

こ

に
相

當
有
力
な

る
程

度

の
猫
占

の
生
す

る
は
吉

ふ
迄
も

な

い
。
併

し
乍

ら
、
「
海
は
地

上

の
あ
ら

ゆ
る
国
民

の
爲

,
め

に
開

か
れ
π
る
實
力

巴
企
業
的
精
神

ε
の
競
技
場

で
あ

る
」
。
コ
ン
フ
ェ

レ
ソ

ス
は
、
縦

0

加
盟
會
瓢
肌
間

の
競
争

を

排
除

し
得

る
に
し

て
も
、
飾
部

の
も

の
が
、
之

に
翼

し
て
競
争
す

る

こ
ε
を

制
限

す

る
手
段
を
併

せ
有
た
な
け

れ
ば
な
ら

の
。
然
ら

ざ
れ
ば

そ
の
獲
占

的
地

位
も
遂

に
之

を
維
持
す

る
こ
`
が
出
来

な
く
な

る
。
然
ら

ば
、

コ
ソ

フ
ェ
レ
ソ
ス
は
如
何

な
る

手
段
.を
以

て
外

部

の
も

の

》
競
争

を
排

除

せ
ん
ε
す

る
か
。
海
運

に
於

け
る
凋
占

の
性

質

を
明

か
な
ら

し
む

る
に
は
更

に
比

熱
を
研
究

せ
ね

ば
な

ら

兎
。

(未
完

)

論
.
叢

海
運
に
於
け
ろ
競
争
ε
櫛
占

第
+
四
燈

(第
二
號

三
六
.ご

↓
【
一

1)Liefmann,疑.a.0.S,159.
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